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【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年12月9日(2010.12.9)
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【公表日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/80     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  73/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/80    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  79/08    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月22日(2010.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリイミド構造を含み、適切な場合にはポリアミド構造をも含む、数平均分子量(Ｍｎ)
が１０００～７０００ｇ／モルであるＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液の製造方法であっ
て、初めに、
(ａ)少なくとも１つのポリイソシアネート、
(ｂ)少なくとも１つのトリカルボン酸一無水物および／または少なくとも１つのテトラカ
ルボン酸無水物、さらに
　(b1)適切な場合には、トリカルボン酸および／またはテトラカルボン酸、および
　(b2)適切な場合には、ジカルボン酸、
(ｃ)少なくとも１つのＮＨ-官能性ラクタムおよび／または３,５-ジメチルピラゾールお
よび／またはブタノンオキシム、
からポリマーを製造し；
　これに、適切な場合には、さらなる量の
(ｄ)少なくとも１つのトリカルボン酸一無水物および／または少なくとも１つのテトラカ
ルボン酸無水物、さらに
　(d1)適切な場合には、トリカルボン酸および／またはテトラカルボン酸、および
　(d2)適切な場合には、ジカルボン酸、
を添加し；
・成分(ａ)のイソシアネート基の量を、成分(ｂ)、(b1)、(b2)、(ｄ)、(d1)および(d2)の
イソシアネート反応性基の量の総合計に対して、０.９０：１～１.３：１のモル比で使用
し；そして
・成分(ａ)のイソシアネート基の量を、成分(ｃ)のイソシアネート反応性基の量に対して
、１：０.０５～１：０.３５のモル比で使用し；
　次いで、この反応混合物を、
(ｅ)塩基、
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と反応させ；
・成分(ｂ)、(b1)、(b2)、(ｄ)、(d1)および(d2)の酸および／または無水物基の量を、成
分(ｅ)の塩基性基の量に対して、１：０.５～１：４のモル比で使用し；
　最後に、得られた樹脂を水に溶解する；
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　樹脂が数平均分子量(Ｍｎ)１２００～５０００ｇ／モルを有することを特徴とする請求
項１に記載のＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液の製造方法。
【請求項３】
　成分(ａ)のイソシアネート基の量を、成分(ｂ)、(b1)、(b2)、(ｄ)、(d1)および(d2)の
イソシアネート反応性基の量の総合計に対して、０.９５：１～１.１５：１のモル比で使
用し；成分(ａ)のイソシアネート基の量を、成分(ｃ)のイソシアネート反応性基の量に対
して、１：０.０５～１：０.３５のモル比で使用し；成分(ｅ)の塩基性基の量を、成分(
ｂ)、(b1)、(b2)、(ｄ)、(d1)および(d2)の酸および／または無水物基の量に対して、１
：１～２：１のモル比で使用する；ことを特徴とする請求項１または２に記載のＮＣＯ基
ブロック化樹脂の水溶液の製造方法。
【請求項４】
　ε-カプロラクタムを成分(ｃ)において使用することを特徴とする請求項１～３のいず
れかに記載のＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液の製造方法。
【請求項５】
　３,５-ジメチルピラゾールとε-カプロラクタムの混合物を、成分(ｃ)において０.１：
０.９～０.９：０.１のモル比で使用することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記
載のＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液の製造方法。
【請求項６】
　初めにポリマーを製造するために、ブロック化剤(ｃ)ならびに成分(ｂ)、(b1)および(b
2)を、全部または部分的にのみ、最初の導入物として導入して溶解し、次いで、成分(ａ)
ならびに適切な場合には留保した量の(ｂ)、(b1)、(b2)および／または(ｃ)の全部または
段階的な添加を、２０～８０℃の温度で行うことを特徴とする請求項１～５のいずれかに
記載のＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液の製造方法。
【請求項７】
　初めにポリマーを製造するために、成分(ａ)を最初の導入物として導入し、次いで、成
分(ｂ)、(b1)、(b2)および(ｃ)を、個々にまたは混合物として、全部または段階的に、２
０～８０℃の温度で計量導入することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のＮＣ
Ｏ基ブロック化樹脂の水溶液の製造方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の方法によって得られるＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶
液。
【請求項９】
　被覆組成物における請求項８に記載のＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液の使用。
【請求項１０】
　請求項８に記載のＮＣＯ基ブロック化樹脂の水溶液を用いて得られる被覆が供された基
材。
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